
園の重点項目

重点内容
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園長より

・家庭環境や保護者のニーズを理解し、ともに子育てをしていく視点を持ち、信頼関係を築く
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・幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿を意識して教育・保育を行う

A
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子どもの思いを受け止め、それを言葉で
表現したり、1対1で関わる時間も大切に
し、安定して過ごせるようにする。

生活や遊びの中で友だちと関わり合うこ
との楽しさや一緒に過ごすことの喜びが
感じられるように
する。

友だちの思いや気持ちに気付けるように
しお互いを認め合える関係をつくってい
く。

主体的に過ごせるよう個々の発達に合わ
せて関わり、意欲、自己肯定感を育む。

主体的に生活できる環境づくり（生活しや
すい環境を整えたり分かりやすい日課を
作る。）

主体的に活動できる保育環境づくり（興味、関心、発達
に合わせた教材の準備をし、自分で選んで遊べる環境
を作る。遊びこんだり遊びを発展させるための時間や
場所の確保について考える。

・自分で考え、自信を持って行動できるような大人の関わりを大切にする。

・園児の家庭状況を理解し、安心できる環境の中、生活習慣を身につけられるようにする。

・保育教諭との温かいふれあいを通して愛着関係を育み、意欲的に生きていく力につなげる

・様々な経験を通して、協調性や思いやりの気持ちを育てる（異年齢交流をふくむ）

・「友だちといると心地よい、楽しい、遊んだら面白い」と感じる集団遊びに取り組む

・お互いのことを認め合い、友だちの気持ちに気づいたり、励まし合う関係を作る

・職員同士の交流や情報交換を円滑におこない、園児の学びと育ちをつないでいく

・自分で選んで遊べたり、発展できるあそびを計画し、振り返りながら進めていく

コロナ禍で途絶えていた異年齢交流を少しずつ復活さ
せ今年度は計画を立て昨年より積極的に取り組んで
きました。交流を通して憧れの気持ちや自己肯定感も
育ち園の一体感も生まれてきました。またICTを活用し
日常の様子を写真を交えながら保護者に配信するこ
とも定着し保護者の皆様の安心につなげることができ
たと思っています。今後もこどもたちの健やかな成長
のため職員一同力を合わせ教育保育に取り組んでい
きたいと思います。
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　令和６年度　重点内容
・大人に見守られ、仲間に認められて安心安全に過ごせるようにする。

一人一人丁寧に関わり大人との信頼関
係を築き、自尊感情を持てるようにする。

・保育教諭との信頼関係を築き、一人ひとりの自尊感情を育てる

・理念や方針や指導計画及び子どもの状況などについて、職員同士が共通理解する

・お互いを尊重し合えるよう人権を大切にする心を育て、共に育ちあうクラスづくりをめざす

・大人との愛着関係や安心感のもと、自分らしさを発揮し、認められる体験を通して信頼関係を築く

重点内容に向けた具体策
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・職員同士が連携して「子どもにとって」の視点で話し合い、教育・保育を進めていく

・園児の表情や行動を温かく見守りながら、思いをうけとめる

今後の取り組むべき課題

こども園関係者評価
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笑顔で接し、保護者の思いを出してもらえ
る関係を作る。

地域の機関と連携するとともに、地域の
子育て支援を行う。
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ホールや園庭を利用し全身を使った活動
に取り組む。

さくらんぼリズム、アートヨガなどの体幹づ
くりを中心とした活動を定期的に取り組
む。

・１年通して体幹づくりを中心とした活動に定期的に計画・実践し、振り返る

・体幹づくりに重点を置いた活動に継続的に取り組めるよう計画実践し、振り返る
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環境づくりにこだわって取り組んでいることがと
ても伝わってきました。あそび場の工夫、持ち
物の工夫など発達段階に応じてさまざまな工
夫をなされているのが印象的です。
一人一人違うので大変だと思いますが、興味
あること、関心のあることを伸ばしてあげてくだ
さい。
『つくってあそぼう』で子どもが自分で考えてそ
れを形にしていくという取り組みがすごく良いと
思いました。

個々の発達に合わせて援助を行い「自分ででき
た」という達成感を味わえるようにしたことで、意
欲、自己肯定感へとつながってきている。日々の
予定を分かりやすく伝えることで見通しをもって
行動できるようになっている。主体的に活動でき
るように興味・関心に合わせて玩具を用意したり
入れ替えたりした。また色々試すことができるよ
うに十分な量を用意したり集中できる環境づくり
などを行ったことで、どのクラスでも主体的に遊
ぶ姿が見られる。

　　　　　　　　　　　　課   題

友だちとの関わり

地域との関わり

具体的な取組方法

自分の気持ちを伝えられるように、一人一人の気持ちを受け止め、保育教諭が仲立
ちとなりながら友だちとの関わり方を丁寧に知らせる。

今年度同様、小学生との交流、お話会、お茶会、老人施設訪問などでの地域の方と
の交流を行っていく。また園庭開放に来てくれた方との交流を定着させる。

・保護者・地域の方に寄り添って信頼関係を築き、ほっとできる場になる。

　　　　　　　　　　　　　　自己評価

園児が先生の話を真剣に聞いていたり、見本
をしっかり見たりしていたのが印象的です。興
味関心をもつ工夫とともに、先生や友だちと過
ごすことで、楽しく過ごせることの経験が積み
重なっていると思います。
「自分もあなたも大切」という思いが育っている
と思います。核家族が多い中、異年齢交流も
良いことだと思います。
異年齢交流で年齢が違う子たちとどう接してい
くか学ぶ機会になってとてもいい交流だなと思
いました。
保護者にとって安心して預けられる良いこども
園だと思います。こどもの気持ちを受け止める
先生方に感謝していると思います。
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乳児クラスでは育児担当制を取り入れ、特定の
大人が関わることで安心して過ごせるようにし
た。またどの年齢でも、一人一人の気持ちを丁寧
に受け止めることで、自尊感情が育ったり、自分
の気持ちを言葉で表現できるようになってきてい
る。大人が仲立ちとなったり見守ったりすることで
自分の気持ちを友だちに伝えられるようになりお
互いを認め合う関係が育ってきている。
今年度は異年齢交流も積極的に行えた。園庭な
どで自然に交流したり、行事などでは年長児が
小さいクラスのこどもをリードする機会を作ったこ
とで年長児の自信に繋がったり、憧れの気持ち
が芽生えるきっかけを作ることができた。

　教育・保育理念
　
　 ・ 自分も友だちも大切にする心の育成
　  ・学びの芽の育成
　  ・自分の可能性や能力を十分に発揮できる力の育成

保護者と共に一人一人を大切にしながら、自
己肯定感を育み、友だちと一緒に安心して主
体的に生活できるようにする。
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・乳児は特に情緒の安定や意欲的に生活することを大切にする。

・あそびこめる環境を充実させ、心動く遊びの計画・実践し、振り返る

・散歩や外遊び、ホールをうまく活用し全身を使った活動を計画し、取り組む

・園内研修や園外研修を通じ専門性や倫理性の向上に努める

・地域の関係機関と連携し、情報などを共有し、子どもたちの育ちにつなげていく

・地域の方に挨拶したり、園にあそびにきてもらったりして交流をする
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園での接し方、様子を具体的に知らせ、保護者と一緒
に子どものことを考える。 ・保護者に教育保育内容や子どもの姿を伝え、子どもの成長を共有する

・「やってみたい」「もっとしたい」気持ちが満たされ、主体的に遊べるようにする。

・しなやかな体づくりをする。

運動会の取り組みが本当に素晴らしいです。子どもの
ストーリーに成長があるので、当日だけでなく前後の
がんばりも保護者が理解して、子どもたちも支えられ
ているのがわかります。今後も継続してほしいです。ま
た、さくらんぼリズムやアートヨガは小学校にもつなが
る大切な運動なので、今後も大切にして継続してほし
いと思います。

園庭やホールを活用し、一年中、しっかりと体を
動かして遊ぶことができた。体操、リズム、ヨガな
ども継続的に取り組んだことで体幹づくりにも繋
がった。職員が園内研修でリズムについて学び、
各クラスで実践を行うことで職員全体の専門性
の向上にも繋がった。
保護者へは送迎時や懇談で話をしたり、日々の
様子を写真付きで配信することで園での様子を
知らせることができた。クラス懇談会では動画を
用いたり、保護者の交流もできるよう工夫してき
た。地域との連携では、小学生との交流、お話
会、お茶会の実施、老人施設への訪問などを行
うことがで来た。また、今年度から園庭開放など
に来てくれた方との交流する機会を作った。

各年齢の取り組みの意図を効果的に発信し続けるこ
とが大切だと思います。小学校と連携できると園での
取り組みが小学校の学びにどのようにつながるのか、
さらに具体的な発信ができるように思います。
地域との交流をどんどん提案してください。地域の皆さ
んはこどもたちとの触れ合いをとても喜んでいます。
キッズビューで一日どう過ごしていたかこどもの様子
が写真付きで知れるのが嬉しいです。
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